
住吉カフェ×防犯セミナーのコラボレーション

オープニング記念撮影
（H30.7.30）

阿見町

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

Café輪話（わいわい）
サロン運営団体名称 阿見町認可地縁団体　住吉区会

◦阿見町住吉区の人口、世帯数は約 1,100 名、540
世帯です。65歳以上の住民は約 1/3 以上の超高齢
社会です。

◦地区内の公共施設は、小規模な公園と公民館がある
のみです。

◦地域住民の集う場所は只一つであり、区民のコミュ
ニティ作りに励んでます。

◦地域住民同士の談話する場を求める要望が強いこ
と。平成２９年度、区の実施した「住吉公民館利用
に関するアンケート」からの公民館利用の実態から
の反省。一部住民の常態化した利用に対する猛省か
ら、住民の誰もが気軽に公民館利用ができるような
施策として、「住吉カフェ」を開設しました。
将来は、現行の月３回から４回開催へ。またその
内１回は昼食会開催としたいと思っています。
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開催日及び開催頻度

月３回　　第１土曜日，第３火曜日，第４木曜日
10：00～16：00

開 催 拠 点 住吉公民館

代 表 者 氏 名 江口　美清

１回の参加人数 40人

参 加 費
（１人１回あたり）

100円

広 報 方 法 ◦チラシ（年４回）

7

サロンに取り組む動機・サロンの将来像開催地域の様子
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普段の住吉カフェ

◦いる
・住吉シルバークラブ役員※（平成30年 5月創設）

◦サロン活動に必要な備品・設備等は住吉区（自治会）
が負担することを原則としています。

◦実際のサロンのサービスに従事する方々は、住吉シ
ルバークラブからボランティアとして「カフェマス
ター」を出してもらっています。区は開・閉店時の
作業を受け持ちます。

◦「住吉カフェ」を開業したことにより、住民同士の
コミュニティは格段に改善されました。特に、これ
まで一度も公民館に足を入れることが無かった住民
が、多数来館しています。
また、区役員、シルバーボランティア等々のカフェ

を通じて地域の課題や協働意識の高まりが以前には
考えられない程、成長しました。

◦住吉カフェ「輪話」の特徴は、スタッフが完全なボ
ランティアで働いていること。また入館者は、何杯
でも自由に飲めること。そしてお弁当持参やお菓子
の持込が自由であることです。

◦住吉カフェ（輪い話い）の３ヶ月分の開催日を年４
回（四半期ごと）区内全世帯に日程表及びイベント
開催予定をお知らせしています。（※380世帯）

◦住吉カフェは、入室料百円で好きな飲み物の種類
（コーヒー、お茶、ウーロン茶）を自由にお替り出
来ます。
また、各自のお菓子やお昼の持込を自由にしていま

す。
更に、カフェのマンネリ化を防ぐため、奇数月の

第１土曜日にビンゴゲーム大会を開催しています。
それから、カフェと町とのカルチャー教室や警察

署との防犯教室を組み入れた共同企画を、年２回開
催しています。

◦住吉カフェ（輪い話い）は、地区のシルバークラブ
を結成時に地域のコミュニティの場として最初に立
ち上げました。
住吉カフェの立ち上げには、場所、備品、要員及
び資金等のすべての条件が整わなくてはできませ
ん。住吉カフェは、住吉区会（自治会）の主導で、
カフェ構想から開店まで僅か３か月間で出来まし
た。
何故、このような短期間でできたかを整理すると、
次のような要因がありました。
１．区執行部が今後の超高齢社会の中での自治会の在
り方を真剣に模索していた。
２．同じ町内に、優れたカフェ運営をしている筑見自
治会の存在があった。
３．区民が、何か新しいコミュニティ活動を強く求め
ていた。

団体やサロンのPRポイント

サロンのウリ

連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ
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